
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
所定のサブキャリアに挿入されて伝送された分散パイロット信号に基づいて伝送路の特性
を求め、伝送路特性に応じて受信信号データを等化したのちに伝送データを復号する直交
周波数分割多重信号受信装置であって、
分散パイロット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定して、特定した伝
送路特性を示すデータに基づいて全てのサブキャリアに対応する伝送路特性を示すデータ
を求めるためのフィルタリング処理を実行するとともに、当該フィルタリング処理の前後
におけるデータレベルの変化量を検出し、検出結果に基づいて伝送路特性を示すデータを
補正し、当該補正されたデータを用いて受信信号データを等化する、
ことを特徴とする直交周波数分割多重信号受信装置。
【請求項２】
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データを入力し、伝送データを復号する直交周波数分割多重信号受信装置であって
、
入力された受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換手段と、
前記フーリエ変換手段によりフーリエ変換された受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定手段と、
前記特性特定手段により特定された伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間手段と、
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前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間された伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間手段と、
前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間された伝送路特性を示すデータのデータレ
ベルを検出する第１の検出手段と、
前記第２の補間手段によりサブキャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータのデー
タレベルを検出する第２の検出手段と、
前記第１及び第２の検出手段による検出結果に基づいて、前記第２の補間手段によりサブ
キャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータを補正する特性補正手段と、
前記特性補正手段により補正された伝送路特性を示すデータを用いて、前記フーリエ変換
手段によりフーリエ変換された受信信号データを等化する信号等化手段と、
前記信号等化手段により等化された受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グ手段とを備える、
ことを特徴とする直交周波数分割多重信号受信装置。
【請求項３】
前記第１の検出手段は、前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間されたデータのう
ち、分散パイロット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を示すデータのデー
タレベルを検出し、
前記第２の検出手段は、前記第２の補間手段によりサブキャリア方向に補間されたデータ
のうち、分散パイロット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を示すデータの
データレベルを検出する、
ことを特徴とする請求項２に記載の直交周波数分割多重信号受信装置。
【請求項４】
前記特性補正手段は、
前記第１の検出手段により検出されたデータレベルを示すレベル値を、前記第２の検出手
段により検出されたデータレベルを示すレベル値で除算する除算処理手段と、
前記除算処理手段による除算結果を平均化することにより修正データを求め、全てのサブ
キャリアに対応した伝送路特性を示すデータに対して一定の修正データを乗積することに
より、伝送路特性を示すデータを補正する乗積処理手段とを備える、
ことを特徴とする請求項２又は３に記載の直交周波数分割多重信号受信装置。
【請求項５】
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データを入力し、伝送データを復号する直交周波数分割多重信号受信装置であって
、
入力された受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換手段と、
前記フーリエ変換手段によりフーリエ変換された受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定手段と、
前記特性特定手段により特定された伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間手段と、
前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間された伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間手段と、
前記特性特定手段により特定された伝送路特性を示すデータのデータレベルを検出する第
１の検出手段と、
前記第２の補間手段によりサブキャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータのデー
タレベルを検出する第２の検出手段と、
前記第１及び第２の検出手段による検出結果に基づいて、前記第２の補間手段によりサブ
キャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータを補正する特性補正手段と、
前記特性補正手段により補正された伝送路特性を示すデータを用いて、前記フーリエ変換
手段によりフーリエ変換された受信信号データを等化する信号等化手段と、
前記信号等化手段により等化された受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グ手段とを備える、

10

20

30

40

50

(2) JP 3661092 B2 2005.6.15



ことを特徴とする直交周波数分割多重信号受信装置。
【請求項６】
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データから、伝送データを復号するための直交周波数分割多重信号受信方法であっ
て、
受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換ステップと、
前記フーリエ変換ステップにてフーリエ変換した受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定ステップと、
前記特性特定ステップにて特定した伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間ステップと、
前記第１の補間ステップにてシンボル方向に補間した伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間ステップと、
前記第１の補間ステップにてシンボル方向に補間したデータのデータレベルを検出する第
１の検出ステップと、
前記第２の補間ステップにてサブキャリア方向に補間したデータのデータレベルを検出す
る第２の検出ステップと、
前記第１及び第２の検出ステップにおける検出結果に基づいて、前記第２の補間ステップ
にてサブキャリア方向に補間した伝送路特性を示すデータを補正する特性補正ステップと
、
前記特性補正ステップにて補正したデータを用いて、前記フーリエ変換ステップにてフー
リエ変換した受信信号データを等化する信号等化ステップと、
前記信号等化ステップにて等化した受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グステップとを備える、
ことを特徴とする直交周波数分割多重信号受信方法。
【請求項７】
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データから、伝送データを復号するための直交周波数分割多重信号受信方法であっ
て、
受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換ステップと、
前記フーリエ変換ステップにてフーリエ変換した受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定ステップと、
前記特性特定ステップにて特定した伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間ステップと、
前記第１の補間ステップにてシンボル方向に補間した伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間ステップと、
前記特性特定ステップにて特定した伝送路特性を示すデータのデータレベルを検出する第
１の検出ステップと、
前記第２の補間ステップにてサブキャリア方向に補間したデータのデータレベルを検出す
る第２の検出ステップと、
前記第１及び第２の検出ステップにおける検出結果に基づいて、前記第２の補間ステップ
にてサブキャリア方向に補間した伝送路特性を示すデータを補正する特性補正ステップと
、
前記特性補正ステップにて補正したデータを用いて、前記フーリエ変換ステップにてフー
リエ変換した受信信号データを等化する信号等化ステップと、
前記信号等化ステップにて等化した受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グステップとを備える、
ことを特徴とする直交周波数分割多重信号受信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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この発明は、直交周波数分割多重化が施された信号を受信して伝送データを復号する直交
周波数分割多重信号受信装置に係り、特に、受信信号を適切に等化して伝送データを復号
することができる直交周波数分割多重信号受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル信号の伝送方式の１つとして、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ； Orthogonal F
requency Division Multiplex）方式が知られている。この直交周波数分割多重方式には
、既定の振幅、位相及びタイミングで発生したパイロット信号を、所定のサブキャリアに
挿入してデータを伝送するものがある。
例えば、直交周波数分割多重方式を用いたＤＶＢ－Ｔ（ Digital Video Broadcasting-Ter
restrial）やＩＳＤＢ－Ｔ（ Integrated Services Digital Broadcasting-Terrestrial）
における同期変調用のシステムでは、ＳＰ（ Scattered Pilot；分散パイロット）信号と
呼ばれるパイロット信号が使用される。
【０００３】
ここで、例えばＤＶＢ－Ｔのシステムに適用されて直交周波数分割多重信号を受信し、等
化器を用いた構成により伝送データを復号する受信装置は、まず、受信信号データに基づ
いて、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を求める。次に、受信装置は
、シンボルフィルタ及びサブキャリアフィルタ等により、伝送路特性を示すデータを、そ
れぞれシンボル方向（時間方向）及びサブキャリア方向（周波数方向）にフィルタリング
する。これにより、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対してのみ特定された伝送路特性
を内挿して補間し、全サブキャリアに対する伝送路特性を示す伝送路特性データを求める
。
【０００４】
受信装置は、このようにして求めた伝送路特性データを用いて、受信信号データを除算す
ることなどにより、伝送路の影響（例えば、フェージング）に対応して等化した受信信号
データを得て、デマッピング等により、伝送データを復号することができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来技術では、通常、ＳＰ信号が伝送されたサブキャリアに対して特定した伝送路特
性データは、シンボルフィルタを用いてシンボル方向（時間方向）に内挿して補間された
のち、ＬＰＦ（ Low Pass Filter）から構成されるサブキャリアフィルタにより、サブキ
ャリア方向（周波数方向）に内挿して補間される。
【０００６】
この際、サブキャリアフィルタとして用いられるＬＰＦを、理想的な周波数特性とするこ
とは困難である。すなわち、ＬＰＦは、所定の周波数を高域遮断周波数として、ステップ
状の低域通過特性を有していることが理想的である。しかし、現実には、このような特性
を得ることは困難であり、周波数特性にリップル（脈動）や有限の傾きが生じることが多
い。
このため、伝送路特性データに歪みが生じ、受信信号データを適切に等化することができ
なくなることがあった。
【０００７】
この発明は、上記実状に鑑みてなされたものであり、伝送路の特性を正確に特定して受信
信号を適切に等化することができる直交周波数分割多重信号受信装置を、提供することを
目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、この発明の第１の観点に係る直交周波数分割多重信号受信装置
は、
所定のサブキャリアに挿入されて伝送された分散パイロット信号に基づいて伝送路の特性
を求め、伝送路特性に応じて受信信号データを等化したのちに伝送データを復号するもの
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であって、
分散パイロット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定して、特定した伝
送路特性を示すデータに基づいて全てのサブキャリアに対応する伝送路特性を示すデータ
を求めるためのフィルタリング処理を実行するとともに、当該フィルタリング処理の前後
におけるデータレベルの変化量を検出し、検出結果に基づいて伝送路特性を示すデータを
補正し、当該補正されたデータを用いて受信信号データを等化する、
ことを特徴とする。
【０００９】
この発明によれば、全てのサブキャリアに対応する伝送路特性を示すデータを求めるため
のフィルタリング処理の前後におけるデータレベルの変化量を検出して、伝送路特性を示
すデータを補正することができる。
これにより、フィルタリング処理に起因するデータの歪みを補正して、伝送路の特性を正
確に特定することができ、受信信号を適切に等化することができる。
【００１０】
この発明の第２の観点に係る直交周波数分割多重信号受信装置は、
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データを入力し、伝送データを復号するものであって、
入力された受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換手段と、
前記フーリエ変換手段によりフーリエ変換された受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定手段と、
前記特性特定手段により特定された伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間手段と、
前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間された伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間手段と、
前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間された伝送路特性を示すデータのデータレ
ベルを検出する第１の検出手段と、
前記第２の補間手段によりサブキャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータのデー
タレベルを検出する第２の検出手段と、
前記第１及び第２の検出手段による検出結果に基づいて、前記第２の補間手段によりサブ
キャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータを補正する特性補正手段と、
前記特性補正手段により補正された伝送路特性を示すデータを用いて、前記フーリエ変換
手段によりフーリエ変換された受信信号データを等化する信号等化手段と、
前記信号等化手段により等化された受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グ手段とを備える、
ことを特徴とする。
【００１１】
この発明によれば、第２の補間手段が伝送路特性を示すデータをサブキャリア方向に補間
する前後におけるデータレベルを、第１及び第２の検出手段を用いて検出する。特性補正
手段は、第１及び第２の検出手段による検出結果に基づいて、第２の補間手段により補間
されたデータを補正することで、第２の補間手段がデータを補間する際に生じたデータの
歪みを補正することができる。
これにより、伝送路の特性を正確に特定して受信信号を適切に等化することができる。
【００１２】
より詳細には、前記第１の検出手段は、前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間さ
れたデータのうち、分散パイロット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を示
すデータのデータレベルを検出し、
前記第２の検出手段は、前記第２の補間手段によりサブキャリア方向に補間されたデータ
のうち、分散パイロット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を示すデータの
データレベルを検出することが望ましい。
【００１３】

10

20

30

40

50

(5) JP 3661092 B2 2005.6.15



また、前記特性補正手段は、
前記第１の検出手段により検出されたデータレベルを示すレベル値を、前記第２の検出手
段により検出されたデータレベルを示すレベル値で除算する除算処理手段と、
前記除算処理手段による除算結果を平均化することにより修正データを求め、全てのサブ
キャリアに対応した伝送路特性を示すデータに対して一定の修正データを乗積することに
より、伝送路特性を示すデータを補正する乗積処理手段とを備えることが望ましい。
【００１４】
この発明の第３の観点に係る直交周波数分割多重信号受信装置は、
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データを入力し、伝送データを復号するものであって、
入力された受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換手段と、
前記フーリエ変換手段によりフーリエ変換された受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定手段と、
前記特性特定手段により特定された伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間手段と、
前記第１の補間手段によりシンボル方向に補間された伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間手段と、
前記特性特定手段により特定された伝送路特性を示すデータのデータレベルを検出する第
１の検出手段と、
前記第２の補間手段によりサブキャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータのデー
タレベルを検出する第２の検出手段と、
前記第１及び第２の検出手段による検出結果に基づいて、前記第２の補間手段によりサブ
キャリア方向に補間された伝送路特性を示すデータを補正する特性補正手段と、
前記特性補正手段により補正された伝送路特性を示すデータを用いて、前記フーリエ変換
手段によりフーリエ変換された受信信号データを等化する信号等化手段と、
前記信号等化手段により等化された受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グ手段とを備える、
ことを特徴とする。
【００１５】
この発明によれば、第１及び第２の補間手段が伝送路特性を示すデータを補間する前後に
おけるデータレベルを、第１及び第２の検出手段を用いて検出する。特性補正手段は、第
１及び第２の検出手段による検出結果に基づいて、第２の補間手段により補間されたデー
タを補正することで、第１及び第２の補間手段がデータを補間する際に生じたデータの歪
みを補正することができる。
これにより、伝送路の特性を正確に特定して受信信号を適切に等化することができる。
【００１６】
この発明の第４の観点に係る直交周波数分割多重信号受信方法は、
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データから、伝送データを復号するための方法であって、
受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換ステップと、
前記フーリエ変換ステップにてフーリエ変換した受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定ステップと、
前記特性特定ステップにて特定した伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間ステップと、
前記第１の補間ステップにてシンボル方向に補間した伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間ステップと、
前記第１の補間ステップにてシンボル方向に補間したデータのデータレベルを検出する第
１の検出ステップと、
前記第２の補間ステップにてサブキャリア方向に補間したデータのデータレベルを検出す
る第２の検出ステップと、
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前記第１及び第２の検出ステップにおける検出結果に基づいて、前記第２の補間ステップ
にてサブキャリア方向に補間した伝送路特性を示すデータを補正する特性補正ステップと
、
前記特性補正ステップにて補正したデータを用いて、前記フーリエ変換ステップにてフー
リエ変換した受信信号データを等化する信号等化ステップと、
前記信号等化ステップにて等化した受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グステップとを備える、
ことを特徴とする。
【００１７】
この発明の第５の観点に係る直交周波数分割多重信号受信方法は、
分散パイロット信号が所定のサブキャリアに挿入された直交周波数分割多重信号を示す受
信信号データから、伝送データを復号するための方法であって、
受信信号データをフーリエ変換するフーリエ変換ステップと、
前記フーリエ変換ステップにてフーリエ変換した受信信号データに基づいて、分散パイロ
ット信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性を特定する特性特定ステップと、
前記特性特定ステップにて特定した伝送路特性を示すデータを、シンボル方向に補間する
第１の補間ステップと、
前記第１の補間ステップにてシンボル方向に補間した伝送路特性を示すデータを、サブキ
ャリア方向に補間する第２の補間ステップと、
前記特性特定ステップにて特定した伝送路特性を示すデータのデータレベルを検出する第
１の検出ステップと、
前記第２の補間ステップにてサブキャリア方向に補間したデータのデータレベルを検出す
る第２の検出ステップと、
前記第１及び第２の検出ステップにおける検出結果に基づいて、前記第２の補間ステップ
にてサブキャリア方向に補間した伝送路特性を示すデータを補正する特性補正ステップと
、
前記特性補正ステップにて補正したデータを用いて、前記フーリエ変換ステップにてフー
リエ変換した受信信号データを等化する信号等化ステップと、
前記信号等化ステップにて等化した受信信号データから伝送データを復号するデマッピン
グステップとを備える、
ことを特徴とする。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照して、この発明の実施の形態に係る直交周波数分割多重信号受信装置
１００について詳細に説明する。
【００１９】
この発明の実施の形態に係る直交周波数分割多重信号受信装置１００は、例えば直交検波
器の検波により得られたベースバンドの受信信号データを入力し、送信側から送られた伝
送データを復号（復元）する。
ここで、直交検波器が検波する信号は、例えば、アンテナにより受信されてダウンコンバ
ートされたのち、ＡＤＣ（ Analog/Digital Converter）によりディジタル化されたＩＦ（
Intermediate Frequency）信号である。
【００２０】
この直交周波数分割多重信号受信装置１００に入力する受信信号データは、送信側におい
て直交周波数分割多重化が施され、シンボル周期で互いに直交する多数のサブキャリアを
用いて伝送された直交周波数分割多重信号を、ディジタル化したデータである。
【００２１】
この直交周波数分割多重信号には、シンボル方向（時間方向）に４シンボルを周期とし、
サブキャリア方向（周波数方向）に１２個のサブキャリアを周期とした所定のサブキャリ
アに、受信側において既知の振幅及び位相を有するＳＰ（ Scattered Pilot；分散パイロ
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ット）信号が挿入されている。
【００２２】
こうした直交周波数分割多重信号を受信して伝送データを復号するため、この直交周波数
分割多重信号受信装置１００は、図１に例示するように、ＦＦＴ（ Fast Fourier Transfo
rm；高速フーリエ変換）回路１０と、等化処理部１１と、デマッパ回路１２とを備えて構
成される。
【００２３】
ＦＦＴ回路１０は、受信信号データをフーリエ変換して、時間軸上の時系列データから周
波数軸上の周波数成分データに変換するためのものであり、周波数成分データに変換した
受信信号データを、等化処理部１１に送る。
【００２４】
等化処理部１１は、受信信号データの等化処理を実行して、伝送路の影響（例えば、フェ
ージング）等により劣化した受信信号データを補正するためのものである。
等化処理部１１は、図２に示すように、特性データ算出処理部２０と、シンボル方向補間
処理部２１と、サブキャリア方向補間処理部２２と、第１及び第２のレベル検出部２３、
２４と、除算処理部２５と、特性データ修正処理部２６と、等化演算処理部２７とを備え
ている。
【００２５】
特性データ算出処理部２０は、例えば、ＦＦＴ回路１０によりフーリエ変換された受信信
号データから、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアを抽出し、所定のタイミングで発生させ
た基準用のＳＰ信号を示すデータで複素除算することにより、伝送路の特性を示す伝送路
特性データを生成する。
この際、特性データ算出処理部２０は、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアにおける伝送路
特性を示す伝送路特性データを、複素除算により求め、他のサブキャリアに対する伝送路
特性データとして、ゼロを挿入する。
【００２６】
シンボル方向補間処理部２１は、例えばＦＩＲ（ Finite Impulse Response）フィルタ、
あるいはＩＩＲ（ Infinite Impulse Response）フィルタ等を用いて構成され、特性デー
タ算出処理部２０によりＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対して特定された伝送路特性
データを、シンボル方向（時間方向）に内挿して補間する。
【００２７】
サブキャリア方向補間処理部２２は、例えばＬＰＦ（ Low Pass Filter）等から構成され
、シンボル方向補間処理部２１によりシンボル方向（時間方向）に補間された伝送路特性
データをサブキャリア方向（周波数方向）に補間して全サブキャリアに対する伝送路特性
データを生成するためのものである。
【００２８】
第１のレベル検出部２３は、シンボル方向補間処理部２１によりシンボル方向（時間方向
）に補間された伝送路特性データのうちで、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対応した
もののデータレベルを検出するためのものである。
【００２９】
第２のレベル検出部２４は、サブキャリア方向補間処理部２２によりサブキャリア方向（
周波数方向）に補間された伝送路特定データのうちで、ＳＰ信号を伝送したサブキャリア
に対応したもののデータレベルを検出するためのものである。
【００３０】
除算処理部２５は、第１及び第２のレベル検出部２３、２４が検出した伝送路特性データ
のデータレベルに基づいて、伝送路特性データを修正するための修正データを生成するた
めのものである。すなわち、除算処理部２５は、第１のレベル検出部２３が検出したデー
タレベルを示すレベル値を、第２のレベル検出部２４が検出したデータレベルを示すレベ
ル値で除算することにより、修正データを生成する。
【００３１】
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特性データ修正処理部２６は、例えば乗算器等から構成され、サブキャリア方向補間処理
部２２により全サブキャリアに対して求められた伝送路特性データを、除算処理部２５に
より生成された修正データを用いて修正するためのものである。
例えば、特性データ修正処理部２６は、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対応した伝送
路特性データのデータレベルに基づいて除算処理部２５が生成した修正データを平均化し
、全てのサブキャリアに対応する伝送路特性データに対して一定の修正データを乗積する
ことにより、伝送路特性データのレベル変化を補正する。
【００３２】
等化演算処理部２７は、数値演算回路等から構成され、特性データ修正処理部２６により
補正された伝送路特性データを用いて、ＦＦＴ回路１０から受けた受信信号データを複素
除算するなどの複素演算を実行することにより、受信信号データを等化するためのもので
ある。
【００３３】
図１に示すデマッパ回路１２は、例えばＲＯＭ（ Read Only Memory）等から構成され、複
素平面上のシンボル配置図に基づいて、等化処理部１１により等化された受信信号データ
から伝送データを復号するデマッピング処理を実行するためのものである。
すなわち、デマッパ回路１２は、例えば６４ＱＡＭ（ Quadrature Amplitude Modulation
）といった多値変調方式で変調された受信信号データの同相成分及び直交成分から、複素
平面上で予め定められた座標値と伝送データとの対応関係に基づいて、伝送データを復号
する。
デマッパ回路１２は、復号した伝送データを、デインターリーブ回路等に出力し、伝送デ
ータについての処理に供する。
【００３４】
以下に、この発明の実施の形態に係る直交周波数分割多重信号受信装置１００の動作を説
明する。
この直交周波数分割多重信号受信装置１００が伝送データを復号する際には、まず、直交
検波器の検波により得られた受信信号データをＦＦＴ回路１０が受けてフーリエ変換を施
し、時系列データから周波数成分データに変換する。
ＦＦＴ回路１０は、周波数成分データとした受信信号データを等化処理部１１に送る。
【００３５】
次に、等化処理部１１は、ＦＦＴ回路１０から受けた受信信号データを等化するための処
理を実行する。
図３は、等化処理部１１に入力される受信信号データが示す直交周波数分割多重信号の構
成を例示する図である。
【００３６】
図３において添字ＳＰを付したサブキャリアは、送信側においてＳＰ信号が挿入されたサ
ブキャリアである。
すなわち、ＳＰ信号は、シンボル方向（時間方向）に４シンボルを周期とし、サブキャリ
ア方向（周波数方向）に１２シンボルを周期とした所定のサブキャリアに挿入されて、伝
送される。
【００３７】
特性データ算出処理部２０は、例えば、ＳＰ信号を伝送したサブキャリア（図３において
添字ＳＰを付して示す）を、受信側において既知の振幅、位相及びタイミングで発生させ
た基準用のＳＰ信号で複素除算する。これにより、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対
応した伝送路特性を求めることができる。
【００３８】
特性データ算出処理部２０は、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対して求めた伝送路特
性を示す伝送路特性データを、シンボル方向補間処理部２１に送る。この際、特性データ
算出処理部２０は、ＳＰ信号を伝送したサブキャリア以外のサブキャリアに対する伝送路
特性データとしてゼロを挿入して、シンボル方向補間処理部２１に送る。
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【００３９】
シンボル方向補間処理部２１は、特性データ算出処理部２０から受けた伝送路特性データ
をシンボル方向（時間方向）に補間するためのフィルタリング処理を実行し、図３におい
て＊印を付したサブキャリアに対する伝送路特性を求める。シンボル方向補間処理部２１
は、シンボル方向（時間方向）に補間した伝送路特性データを、サブキャリア方向補間処
理部２２に送る。
【００４０】
ここで、第１のレベル検出部２３は、シンボル方向補間処理部２１からサブキャリア方向
補間処理部２２に送られる伝送路特性データのデータレベルを検出し、除算処理部２５に
通知する。
【００４１】
サブキャリア方向補間処理部２２は、シンボル方向補間処理部２１から受けた伝送路特性
データをサブキャリア方向（周波数方向）に補間するためのフィルタリング処理を実行し
、図３において－印を付したサブキャリアに対する伝送路特性を求める。
サブキャリア方向補間処理部２２は、サブキャリア方向（周波数方向）に補間した伝送路
特性データを、特性データ修正処理部２６に送る。
【００４２】
ここで、第２のレベル検出部２４は、サブキャリア方向補間処理部２２から特性データ修
正処理部２６に送られる伝送路特性データのデータレベルを検出し、除算処理部２５に通
知する。
【００４３】
サブキャリア方向補間処理部２２は、伝送路特性データをサブキャリア方向（周波数方向
）に補間するだけであるから、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性デー
タはフィルタリング処理の前後で変化しないのが理想的である。
しかし、実際には、伝送路特性データをサブキャリア方向に補間する際に、サブキャリア
方向補間処理部２２が実行するフィルタリング処理に起因して、ＳＰ信号を伝送したサブ
キャリアに対する伝送路特性データのデータレベルが変化することがある。
【００４４】
そこで、除算処理部２５は、第１のレベル検出部２３が検出した伝送路特性データのデー
タレベルと、第２のレベル検出部２４が検出した伝送路特性データのデータレベルとに基
づいて、ＳＰ信号を伝送したサブキャリアに対する伝送路特性データの変動量を特定する
。すなわち、除算処理部２５は、第１のレベル検出部２３から通知された伝送路特性デー
タのデータレベルを示すレベル値を、第２のレベル検出部２４から通知された伝送路特性
データのデータレベルを示すレベル値で複素除算することにより、ＳＰ信号を伝送したサ
ブキャリアに対する伝送路特性データの変動量を特定する。
除算処理部２５は、特定した伝送路特性データの変動量を、修正データとして特性データ
修正処理部２６に通知する。
【００４５】
特性データ修正処理部２６は、除算処理部２５から通知された伝送路特性データの変動量
に基づいて、サブキャリア方向補間処理部２２から受けた伝送路特性データを補正する。
すなわち、特性データ修正処理部２６は、例えば、除算処理部２５から受けた修正データ
を平均化し、全ての伝送路特性データに対して一定の修正データを乗積することにより、
伝送路特性データのレベル変化を補正する。
特性データ修正処理部２６は、補正した伝送路特性データを等化演算処理部２７に送る。
【００４６】
等化演算処理部２７は、特性データ修正処理部２６から受けた伝送路特性データを用いて
、ＦＦＴ回路１０から受けた受信信号データを複素除算するなどして、受信信号データを
等化する。
等化演算処理部２７は、等化処理を施した受信信号データをデマッパ回路１２に送る。
【００４７】
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デマッパ回路１２は、等化処理部１１により等化処理が施された受信信号データを用いて
伝送データを復号し、デインターリーブ回路等の伝送データを処理する回路等に出力する
。
【００４８】
以上説明したように、この発明によれば、シンボル方向補間処理部２１からサブキャリア
方向補間処理部２２に送られる伝送路特性データのデータレベルと、サブキャリア方向補
間処理部２２から特性データ修正処理部２６に送られる伝送路特性データのデータレベル
とを検出する。そして、検出したデータレベルに基づいて、伝送路特性データのレベル変
化を補正する。
すなわち、サブキャリア方向補間処理部２２によりサブキャリア方向（周波数方向）に補
間される前後における伝送路特性データのデータレベルを検出することにより、サブキャ
リア方向補間処理部２２が実行したフィルタリング処理に起因する伝送路特性データの歪
みを補正することができる。
これにより、伝送路の特性を正確に特定することができ、受信信号を適切に等化すること
ができる。
【００４９】
この発明は、上記実施の形態に限定されず、様々な変形及び応用が可能である。
例えば、上記実施の形態では、第１のレベル検出部２３が、シンボル方向補間処理部２１
からサブキャリア方向補間処理部２２に送られる伝送路特性データのデータレベルを検出
するものとして説明したが、これに限定されるものではない。
すなわち、例えば、第１のレベル検出部２３は、図４に示すように、特性データ算出処理
部２０からシンボル方向補間処理部２１に送られる伝送路特性データのデータレベルを検
出するようにしてもよい。
これにより、シンボル方向補間処理部２１が実行したフィルタリング処理に起因する伝送
路特性データのレベル変化も含めて検出し、伝送路特性データの歪みを補正することがで
きる。
【００５０】
【発明の効果】
以上の説明のように、この発明によれば、伝送路の特性を示すデータを補間するためのフ
ィルタリング処理に起因するレベル変化を検出してデータの歪みを補正することができ、
伝送路の特性を正確に特定して受信信号を適切に等化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態に係る直交周波数分割多重信号受信装置の構成を示す図で
ある。
【図２】等化処理部の構成を示す図である。
【図３】直交周波数分割多重信号の構成を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態に係る直交周波数分割多重信号受信装置の変形例を示す図
である。
【符号の説明】
１０　　ＦＦＴ回路
１１　　等化処理部
１２　　デマッパ回路
２０　　特性データ算出処理部
２１　　シンボル方向補間処理部
２２　　サブキャリア方向補間処理部
２３、２４　　レベル検出部
２５　　除算処理部
２６　　特性データ修正処理部
２７　　等化演算処理部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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